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住民相互の競争と住民の全面発達 (23) 23 
なければならない。
大工業と国家，住民の統治能力の発展と切りはなされた市民社会論はあきら
かにー箇の抽象であり，低い生産力水準に照応したままでの市民像の固定化に
みちびくような抽象であるにすぎない。
